
６
月
１
６
日
（
金
）
、
世
界
環
境
デ
ー

に
合
わ
せ
て
清
掃
関
係
の
職
場
で
働
く

労
働
者
（
事
業
団
東
京
高
齢
者
部
会
・

鉄
道
東
京
地
本
・
関
東
支
部
）
の
処
遇

改
善
や
労
働
実
態
を
訴
え
る
宣
伝
行
動

を
開
催
し
、
赤
羽
駅
前
に
都
本
部
の
仲

間
１
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
交
労
東
京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

は
、
都
内
の
都
立
公
園
・
区
立
公
園
・

道
路
の
清
掃
を
行
う
労
働
者
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
６
０
歳
以
上
の
高
齢
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
公
園
や
道
路
を
歩
く

方
が
気
持
ち
よ
く
利
用
出
来
る
よ
う
毎

日
元
気
に
、
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。
仕
事
の
多
く
を
入
札
と
い
う
厳

し
い
競
争
の
下
で
受
注
し
て
お
り
、
毎

年
、
仕
事
が
受
注
出
来
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
働
い

て
い
ま
す
。
私
達
は
、
高
齢
者
の
仕
事

確
保
や
、
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る

よ
う
、
各
自
治
体
に
、
安
定
し
た
発
注

を
求
め
、
運
動
し
て
い
ま
す
。
今
、
都

内
各
区
の
自
治
体
は
公
園
内
の
ゴ
ミ
箱

を
撤
去
す
る
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

近
い
未
来
、
公
園
に
は
ゴ
ミ
箱
が
無
い
、

ゴ
ミ
は
利
用
者
が
持
ち
帰
る
事
が
当
た

り
前
の
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ

の
分
別
の
事
、
清
掃
労
働
者
の
事
、
高

齢
者
の
仕
事
確
保
の

こ
と
、
世
界
の
環
境

の
こ
と
、
日
常
に
つ

い
て
、
世
界
環
境
デ
ー

を
機
会
に
、
是
非
一

緒
に
考
え
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

私
達
は
、
２
３
区
の
下
請
で
ゴ
ミ
収

集
・
運
搬
の
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
で

構
成
す
る
関
東
支
部
で
す
。
清
掃
業
務

が
都
か
ら
各
区
に
移
管
さ
れ
、
作
業
員

の
民
間
移
行
が
進
み
、
区
に
よ
っ
て
は

６
～
７
割
が
民
間
に
丸
投
げ
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
場
で
は
、
仕
事
量
・
労
働
時

間
が
増
え
る
中
で
、
正
規
社
員
は
減
り
、

夏
場
の
暑
い
時
に
休
憩
時
間
も
少
な
く
、

長
時
間
労
働
で
年
収
３
０
０
万
円
に
満

た
な
い
労
働
者
も
い
ま
す
。
人
手
不
足

が
進
み
、
収
集
作
業
員
の
若
年
層
の
定

着
率
が
低
く
深
刻
で
す
。
２
３
春
闘
で

は
大
手
が
賃
上
げ
３
・
６
９
％
と
３
０

年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
が
、

中
小
企
業
の
賃
金
は
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
日
用
品
の
値
上

げ
で
生
活
は
苦
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で

す
。
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
自
動
車
運

転
業
務
の
時
間
外
労
働
時
間
を
９
６
０

時
間
と
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
給
与
減
少
、
離
職
な
ど
物
流

業
界
に
大
き
な
影
響
が
出
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
運
送
業
で
働
く
多
く
の
人

の
長
時
間
労
働
・
低
賃
金
を
改
善
す
る

た
め
、
運
賃
の
適
正
化
を
促
す
事
が
重

要
で
す
。
私
達
は
、
清
掃
関
連
労
働
者

の
社
会
的
地
位
の
向
上
、
業
界
秩
序
・

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
は
じ
め
、
自
治

体
の
責
任
の
明
確
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
と
の
「
共
存
・
共
闘
」
を
か

か
げ
下
請
け
い
じ
め
や
単
価
た
た
き
を

な
く
す
共
同
の
運
動
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

私
達
は
、
Ｊ
Ｒ
の
子
会
社
の
Ｊ
Ｒ
東

日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
で
就
労
す
る
清
掃

の
仲
間
で
す
。
約
３
５
０
０
名
の
社
員

が
働
い
て
い
ま
す
が
、
正
社
員
は
６
５

０
名
程
で
多
く
は
非
正
規
社
員
で
す
。

正
規
・
非
正
規
に
関
わ
ら
ず
、
駅
や
電

車
を
綺
麗
に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
頂

く
た
め
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
非
正
規
社
員
に
は
定
期

的
な
賃
金
改
善
の
方
法
が
無
く
、
家
族

手
当
・
住
宅
手
当
・
退
職
金
も
無
く
、

夏
冬
の
一
時
金
を
含
め
収
入
に
大
き
な

格
差
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
を
求
め
て
会
社
と
交
渉

を
し
て
い
ま
す
。
国
鉄
の
分
割
・
民
営

化
を
経
験
し
、
Ｊ
Ｒ
や
新
会
社
へ
の
採

用
・
不
採
用
、
生
活
環
境
が
大
き
く
ゆ

さ
ぶ
ら
れ
破
壊
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
く

の
仲
間
た
ち
は
生
活
や
労
働
環
境
破
壊

の
国
家
的
不
当
労
働
行
為
に
屈
す
る
こ

と
な
く
乗
り
越
え
、
今
の
会
社
に
労
働

組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。
組
合
結
成
前

の
ア
ク
セ
ス
の
職
場
は
、
現
場
長
の
鶴

の
一
声
で
労
働
者
の
解
雇
が
ま
か
り
通

る
劣
悪
な
職
場
環
境
で
し
た
が
、
組
合

の
結
成
に
よ
り
職
場
に
労
働
者
の
自
覚

と
権
利
意
識
が
芽
生
え
、
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
へ
の
意
欲
と
行
動
力
が

築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
労
働
環

境
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
「
も
っ

と
き
れ
い
に
も
っ
と
や
さ
し
く
」
「
き

れ
い
な
駅
か
ら
素
敵
な
旅
へ
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
は
ほ
ど
遠
い
と
い
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
ト
イ

レ
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ
は
清
掃
・
管
理

し
て
い
る
労
働
者
が
い
て
こ
そ
で
す
。

昼
間
の
ト
イ
レ
清
掃
は
主
に
女
性
が
担

当
し
て
い
ま
す
が
、
慢
性
的
な
人
手
不

足
で
２
～
３
駅
を
掛
け
持
ち
し
十
分
な

昼
食
休
憩
も
と
れ
ま
せ
ん
。
従
来
は
特

殊
作
業
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
手
当

が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
よ
り
忙
し
く
安
く
働

か
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
ト
イ

レ
作
業
の
手
当
の
回
復
を
粘
り
強
く
要

求
し
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
つ
ぶ
や
き

を
大
き
な
声
に
し
、
あ
き
ら
め
を
希
望

に
、
苦
し
さ
・
つ
ら
さ
を
仲
間
と
と
も

に
明
る
い
笑
顔
に
変
え
て
い
く
た
め
に

労
働
組
合
結
成
の
理
念
を
し
っ
か
り
と

胸
に
抱
き
な
が
ら
着
実
に
確
実
に
あ
ゆ

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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６
・
１
６

東
京
都
本
部

世
界
環
境
デ
ー
宣
伝

赤
羽
駅
前
で
開
催



２
０
２
３
年
６
月
９
日

〜
１
１
日
静
岡
県
伊
豆
の

国
市
サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見

で
３
年
ぶ
り
と
な
る
建
交

労
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

森
谷
副
委
員
長
の
開
校

挨
拶
に
続
き
、
全
労
連
小

畑
議
長
に
よ
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
で
組
合
活
動

を
進
め
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
記
念
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
白
神
弁
護
士
に
よ

る
「
軍
事
力
の
強
化
で
平

和
は
作
れ
な
い
〜
日
本
国

憲
法
は
希
望
〜
」
と
題
し

た
講
義
で
は
「
日
本
国
憲

法
が
宝
と
さ
れ
る
核
心
部

分
の
１
３
条
『
す
べ
て
国
民
は
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
』
と
い
う
条
文

の
紹
介
に
続
き
、
権
力
者
を
縛
り
国

民
の
幸
せ
の
為
に
あ
る
憲
法
を
、
権

力
者
に
力
を
持
た
せ
る
よ
う
な
９
条

改
憲
は
間
違
い
で
あ
る
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
講
義
の
後
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
分
散
会
を
２
日
間
に
渡
っ

て
行
い
、
そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
で
三

島
の
街
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
巡
り
ま

し
た
。
時
間
の
経
過
と
共
に
互
い
に

打
ち
解
け
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は

角
田
委
員
長
に
よ
り
「
建
交
労
が
う

け
つ
い
だ
も
の
、
い
ま
と
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
講
義
が
本
当
に
良
い
内
容
で
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者

全
員
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
作
成

し
発
表
し
合
い
修
了
書
の
授
与
で
終

了
し
ま
し
た
。
こ
の
と
り
く
み
は
組

合
役
員
が
初
心
に
帰
る
機
会
に
も
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。
【
鉄
道
東
京

地
本

上
野
分
会

秋
山

哉
保
】

６
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）
、

「
建
交
労
女
性
部
２
０
２
３
全
国

学
習
交
流
集
会
ｉ
ｎ
香
川
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
東
京
女
性
部
か
ら

総
勢
５
人
。
朝
７
時
の
新
幹
線
に

乗
り
昼
に
は
高
松
駅
到
着
の
は
ず

が
、
大
雨
の
影
響
で
ま
さ
か
の
新

幹
線
運
休
。
急
遽
、
飛
行
機
で
高

松
空
港
へ
。
先
の
便
に
乗
っ
た
秋

山
さ
ん
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養

所
大
島
青
松
園
へ
。
他
の
４
人
は

大
島
へ
の
出
航
に
間
に
合
わ
ず
、

船
着
き
場
で
大
島
か
ら
帰
っ
て
く

る
参
加
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
バ
ス
で
琴
平
の
老
舗
温
泉

宿
へ
移
動
し
、
夕
食
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
女
性
だ
け
で
な
く
、

男
性
参
加
者
も
ち
ら
ほ
ら
。
そ
の
一

人
香
川
県
本
部
の
委
員
長
小
野
さ
ん

か
ら
、
ご
当
地
の
縁
起
物
「
お
い
り
」

が
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
挨
拶
、
歌
、
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
最
後
は
み
ん
な
で
輪
に

な
っ
て
「
炭
鉱
節
」
を
踊
り
ま
し
た
。

翌
日
の
「
こ
ん
ぴ
ら
参
り
」
で
は
ゼ

イ
ゼ
イ
と
長
い
石
段
を
上
っ
た
甲
斐

が
あ
り
、
絶
景
を
堪
能
。
あ
っ
と
い

う
間
に
楽
し
い
２
日
間
が
終
わ
り
ま

し
た
。
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
と
て
も

元
気
で
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
【
建
築
設
計
支
部
い
し
ず

え
分
会
執
行
委
員
長

村
上
久
美
子
】
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バ
ス
関
連
支
部
と
東
京
都
本
部
は
、

支
援
共
闘
会
議
主
催
に
よ
る
バ
ス
関
連

支
部
の
長
年
の
争
議
を
解
決
し
た
報
告

集
会
を
５
月
２
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

争
議
を
全
面
解
決
、
し
か
し
、
司
法

で
不
当
な
判
断
を
出
さ
れ
て
い
た
賃
金

差
別
や
雇
用
差
別
は
解
決
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
も
、
労
働
組
合
の
存

在
を
認
め
さ
せ
る
労
働
協
約
を
締
結
さ

せ
て
の
解
決
で
す
。
集
会
は
東
京
都
教

職
員
組
合
の
教
育
会
館
を
お
借
り
し
て
、

手
作
り
で
行
な
い
ま
し
た
。
都
本
部
の

仲
間
を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

お
手
伝
い
を
頂
き
ま
し
た
。
主
催
者
挨

拶
、
支
援
共
闘
会
議
伊
藤
議
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
続
い
て
議
長
が
長
い
争
議

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
当
該
支
部
、
都

本
部
を
労
い
、
支
援
者
に
感
謝
の
意
を

表
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
、
布
施
全
労

連
事
務
局
次
長
、
井
澤
東
京
地
評
事
務

局
長
、
芳
賀
三
多
摩
労
連
議
長
が
参
加

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
争
議
か
ら
の

た
た
か
い
に
触
れ
て
ご
挨
拶
頂
き
ま
し

た
。
弁
護
団
か
ら
吉
田
健
一
弁
護
士
が

争
議
の
司
法
に
於
い
て
の
到
達
点
と
問

題
点
を
説
明
し
て
頂
き
、
各
弁
護
士
か

ら
、
思
い
出
深
い
出
来
事
に
触
れ
な
が

ら
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。
バ
ス
関
連
支

部
の
宣
伝
で
は
お
馴
染
み
の
大
熊
啓
さ

ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
、
多
摩
川

太
鼓
に
よ
る
演
奏
の
応
援
を
受
け
、
最

後
に
は
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
を
全
員
で

腕
を
組
ん
で
合
唱
し
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】

６
月
４
日
（
日
）
)
～
５
日
（
月
）
、

６
年
振
り
と
な
る
建
交
労
第
４
１
回
労

使
共
同
セ
ミ
ナ
ー
が
広
島
Ｙ
М
Ｃ
Ａ
国

際
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
７
７
名

の
労
使
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
中

央
本
部
角
田
執
行
委
員
長
よ
り
開
会
挨

拶
、
広
島
県
本
部
小
林
委
員
長
よ
り
歓

迎
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
１
日
目
、
報

道
番
組
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
お
馴
染
み

の
、
日
本
総
合
研
究
所
会
長
、
多
摩
大

学
学
長
の
寺
島
実
郎
様
よ
り
「
歴
史
的

転
換
期
に
あ
る
世
界
と
日
本
の
進
路
・

新
し
い
国
づ
く
り
の
視
界
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
様
々
な
統
計
デ
ー

タ
と
共
に
、
世
界
と
日
本
の
現
状
が
紹

介
さ
れ
、
こ
の
講
演
を
、
世
界
を
知
る

き
っ
か
け
と
し
て
欲
し
い
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
理
事
長
の
桝
野
龍
二
様
よ
り
「
ト
ラ
ッ

ク
運
輸
産
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
特
別
記

念
講
演
が
あ
り
、
２
０
２
４
年
問
題
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
諸
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
厚
生
労
働
省
広
島
労
働
局
労
働
時

間
管
理
適
正
化
指
導
員
の
松
島
一
平
様

よ
り
特
別
講
義
と
し
て
、
来
年
４
月
施

行
の
ト
ラ
ッ
ク
改
善
基
準
告
示
に
つ
い

て
、
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
鈴
木
事
務
局

長
よ
り
、
労
使
協
や
運
輸
業
界
の
課
題

に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、
神
田
支
部

石
塚
書
記
長
（
東
京
都
本
部
副
委
員
長
）

よ
り
神
田
支
部
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
労

使
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
全
会
一
致
で
採
択

し
終
了
し
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

■６月２７日（火）１３時半～東京

労働局交渉／九段下

■７月２４日（月）東京都交渉９時

半集合／東京都庁第一庁舎１階

■７月２９日（土）１３時～全国青

年部反核トラックキャラバン２０２

３出発式／東京都庁前

■７月３０日（日）１４時～建交労

東京学校／東京地評ラパスホール

（大塚駅）

■８月２６日（土）～２８日（月）

第２５回建交労中央定期大会／群馬

組合掲示板

■建交労女性部２０２３全国学習交流集会in香川に参加して■


